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研究成果の概要（和文）：本研究は、破壊的リーダーシップに関する現象について理論的・経験的に考察するこ
とを目的としている。本研究を通じて、破壊的リーダーシップに関連する現象を分析する上で、リーダーとフォ
ロワー間の個人間の関係性だけでなく、本現象の組織的影響について分析することの必要性が明らかになった。
またそうした組織的影響を考察するにあたり、これまで行われてきた社会科学の方法論に関する議論が有用な知
見を提供することが指摘された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine destructive leadership in 
theoretical and empirical contexts. We address methodological issues and suggest paradigmatic 
approaches to uncover the underlying reality of this phenomenon in organizations.  Although 
positivistic approaches have dominated this research area, discursive perspectives help us 
understand the manifestation of destructive leadership. In the present study, we develop and present
 a new model that enhances understanding of destructive leadership and provides a direction for 
future research.

研究分野： 経営組織論

キーワード： 破壊的リーダーシップ

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、職場でのパワーハラスメントや虐め

といった行為が社会的に注目を集め、組織に
おける問題として認識されつつある（e.g., 
Keashly & Harvey, 2006; Keashly & 
Jagatic 2011） 。しかし既存のリーダーシッ
プ理論や管理者行動論は、多くの研究蓄積を
生んできた一方、経営者・管理者が組織メン
バーに与える非身体的な嫌がらせや脅威
(nonphysical hostilities: Keashly et 
al.,1994)といった現象の組織的影響につい
て言及することは少ない。こうした実際の現
象面と理論的背景から、この問題について学
術的に考察することとした。 
 
２．研究の目的 
上述のような背景から、理論と現象の両面

から本テーマを研究することを目的とした。
具体的には、このような現象が組織や組織メ
ンバーにどのような影響を持つのかについ
て、先行研究の整理や研究協力者に対する調
査などを通して、当該研究分野における学術
的な貢献を示すことが当初の目的となった。 
まずこのような目的のため、二つの事柄を

実施することが必要と考えられた。それらは
先行研究の整理と分析方法の検討である。本
研究で扱った現象は、類似する現象に対して
さまざまな概念が提唱されており、どの概念
がどのような事象を論じているのかを整理
する必要があった。次いで、本現象を分析す
るために先行研究の分析方法を検討する必
要が生じた。分析方法については、研究が進
むにつれ、分析方法に関する技術的な側面だ
けでなく社会科学の方法論(e.g., Burrell & 
Morgan, 1979)に関する議論についても検討
する必要が生じ、当初予定していたよりも広
範な議論を展開する必要があると考えられ
た。 
 
３．研究の方法 
研究の方法としては、主に次の 3点を実施

した。（1）リーダーシップ論・管理者行動論・
破 壊 的 リ ー ダ ー シ ッ プ (destructive 
leadership)研究ないし侮辱的管理(abusive 
supervision)に関連する研究の文献研究、
（2）破壊的リーダーシップ研究に関連する
研究の分析方法の検討、（3）本現象に関する
調査がそれに当たる。 
（1）については上述のように破壊的リーダ
ーシップに関連する現象を捉える概念が複
数提起されており、概念の多様性が見られる
ためさまざまな議論を整理する必要があっ
た。また本研究分野は主に欧米で研究の進展
が見られることから、英語文献を中心とした
研究成果を広く検討する必要があった。（2）
については、破壊的リーダーシップに関する
分析を行う上で、先行研究の分析方法につい
て検討した。分析方法について詳細な検討を
加え、意義や限界とともに本研究の方向性に
ついて考察した。（3）については、(2)の研

究成果を受けて検討を行った。本研究の実施
期間において研究代表者の所属の変更があ
ったことなどから調査研究の方法について
検討しなおす必要が生じたため、これを実施
した。 
 
４．研究成果 
上述の研究目的の 1つである、（1）リーダ

ーシップ論・管理者行動論・破壊的リーダー
シップ研究ないし侮辱的管理に関する研究
の文献研究の成果としては、現時点で提唱さ
れている多様な概念とそれぞれの概念が扱
う現象について整理した。 
本現象に関連する概念にはさまざまなも

の が あ り 、 侮 辱 的 管 理 (e.g., abusive 
supervision; Tepper,2000)、狭量な独裁
(petty tyranny; e.g., Ashforth, 1994)、
破 壊 的 リ ー ダ ー シ ッ プ (destructive 
leadership; e.g., Einarsen, et al., 2007)、
職場での虐め(workplace bullying; e.g., 
Namie, 2000)、偽の変革型リーダーシップ
(pseudo-transformational leadership; 
e.g., Barling, et al., 2008)、戦略的虐め
(strategic bullying; e.g., Ferris et al., 
2007) 、 毒 性 リ ー ダ ー シ ッ プ (toxic 
leadership; e.g., Lipman-Blumen, 2005)と
いったものを挙げることができる。これらは
それぞれが対象とする現象には類似する点
もあるものの、異なる点が存在するため、こ
れらを整理した。たとえば、リーダーがフォ
ロワーを正当な組織目的の達成から外れた
活動に導くなどの、組織目的からの逸脱とい
う視点を扱ったものや（e.g., Aasland et al., 
2010）、リーダーの目的達成をフォロワーが
阻んだ際（たとえば職務への成熟度との関係
から;Hersey & Blanchard, 1982）のフォロ
ワーへの攻撃性といった、リーダーとフォロ
ワ ー 間 の 事 象 を 扱 う も の な ど (e.g., 
Ashforth, 2003)、さまざまな分類軸が挙げ
られることがわかった。 
次いで、（2）破壊的リーダーシップ研究に

関連する研究の分析方法の検討に関する研
究成果としては、次のような点を挙げること
ができる。本研究分野では破壊的リーダーシ
ップに関連する侮辱的管理や職場での虐め
といった現象について多くの研究が蓄積さ
れているが（e.g., Mackey, et al.,2015; 
Martiko et al.,2013）、これらは主にリーダ
ーとフォロワー間の関係性に焦点を当て、リ
ーダーの虐待性(abusiveness)に関するフォ
ロワーの認識がフォロワーの行動や態度に
どのように影響するのかということを分析
しようとするものが少なくない。これは本現
象を個人レベルの概念(individual level 
construct)として捉えていることが多いこ
と に 起 因 し て い る と 考 え ら れ る
(e.g.,Tepper, 2007)。しかし、このような
個人間の関係性から生じる影響だけではな
く、自分以外の他の組織メンバーに対するネ
ガティブな事柄を当事者と類似した感情で



受け止めることがある場合も考えられる
(e.g., Huy, 2011; Smith & Ellsworth, 1985)。 
分析方法の検討から得られた知見のひと

つは、このような本現象に関連する組織的影
響に関する議論が必ずしも深められてきた
とは言い難いという点が挙げられる。たとえ
ば 本 現 象 を 個 人 間 の 関 係 性 の 問 題
(interpersonal problems)として捉えるだけ
でなく、組織における破壊的リーダーシップ
や侮辱的管理といった現象の組織的な影響
を捉えることも必要になると考えられる。そ
のための方法の一つとしては、分析レベルを
個人間の関係性に閉じず、組織レベルやグル
ープ・レベルの影響を検討するための分析枠
組みによる定量的な分析の実施などが考え
られる(e,g., Priesemuth et al., 2014)。
一方で社会科学のパラダイムという方法論
に関する議論も本現象を理解する上では必
要であると思われる。それは、上述のような
研究の傾向が見られる背景には、本研究分野
は主に定量的な実証研究が多い一方で、その
他の研究アプローチ(e.g.,interpretatism
や critical management studies など)が採
用されることが少ないこともこうした研究
傾向の背景にあると考えられるからである。
結果としてこのような現象に関する詳細な
記述が比較的限られていることや(Tracy et 
al., 2006)、研究者が意図した以外の本現象
の組織における多様な意味が捨象されてい
る可能性があることが推察される（Brand, 
2008）。たしかにこれまでの破壊的リーダー
シップに関連する研究群は本現象の理解に
貢献してきたものの、研究の進展においては
多様なパラダイムによる分析が現象の理解
を進めるきっかけになるだろう (Romani, et 
al., 2011)。それは異なるパラダイムは、現
象を理解しようとする上での仮定や観点が
異なることから(e.g., Burrell & Morgan, 
1979)、多様な視点に依拠した研究によって
より現象の理解が進むとも考えられるから
である（Romani, et al., 2011)。 
これらの考察は、本研究の目的の一つであ

る（3）の本現象の調査方法と関連がある。
上述の組織レベルやグループ・レベルにおけ
る本現象の意味を読み解く上では、組織メン
バーの相互作用による意味の生成・共有を捉
えるという視点が方向性として考えられる。
このような視点から近年の組織研究におい
て主要な分析方法の一つとして認識されて
いるディスコース分析(discourse analysis)
を応用することが検討された。ディスコース
分析は社会科学の言語的転回と関わり
(linguistic turn: Alvesson & 
Karreman,2000)、社会的現象はわれわれがデ
ィスコースによって形成した理解とは無関
係には存在しないのではないかという考え
方に基づいている(Chia, 2000:513)。つまり
ディスコースは組織メンバーにとっての社
会的現実を作り出す手段の一つと考えられ
る(Munby & Clair, 1997)。このようなディ

スコース分析の考え方は、組織における破壊
的リーダーシップや侮辱的管理といった現
象の意味づけが組織やグループ・レベルでど
のように生じるのかという点を考察する上
で有用な知見を提供する。たとえば、Suzuki 
(2016)では、本現象の研究過程で得られた知
見として、破壊的リーダーシップや侮辱的管
理といった現象は、類似する事柄であっても、
組織やグループで捉え方が異なる可能性が
ある点について論じている。ある組織やグル
ープでは、破壊的リーダーシップや侮辱的管
理に関する現象はネガティブな事象として
捉えられ、別の組織やグループにおいては、
組織やグループの日常の姿として捉えられ
ていることがある。つまり、破壊的リーダー
シップや侮辱的管理に関する意味づけや意
味の共有が組織やグループで異なる可能性
を示唆しており、このような点を分析する上
で、ディスコース分析は有用な分析視角を提
供するものと思われる。 
このような本研究で得られた知見は、先行

研究との関連で次のような貢献があると考
えられる。一つは、当該研究分野のさまざま
な概念・研究成果の整理をした上で、破壊的
リーダーシップに関連する現象の組織やグ
ループ・レベルにおける意味の生成や共有と
いった既存研究とは異なる分析レベル・分析
視角を議論した点である。二つ目が、このよ
うな現象を分析するにあたって、存在論
(ontology)や認識論(epistemology)といっ
た社会科学の方法論に関して議論する必要
性について指摘した点である。先行研究の多
く が 依 拠 す る 機 能 主 義 的 立 場
(functionalism)だけでなく多様な視点から
のアプローチによって本現象のさらなる理
解が進むものと考えられる。 
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